
 
１ はじめに 
 

「群馬県食品安全基本計画 2025-2030」は、群馬県食品安全基本条例に基づく、食品安全行政の基本

となる計画である。令和７年度から令和 12 年度の６年間においては、この計画に基づき、食品の安全

を確保するとともに、県民の食品に対する信頼の向上及びリスクコミュニケーションによる関係者間

の相互理解の促進を図ることを目的として、様々な事業を実施していくこととする。 

また、この計画の進捗状況については、食品安全基本計画事業評価指針に基づき、毎年度評価を行

い、食品安全審議会等からの意見・提言を踏まえ、進行管理を行うこととする。 
 

２ 「群馬県食品安全基本計画 2025-2030」の概要 
 

この計画は、前計画「群馬県食品安全基本計画 2020-2024」の取組で得た成果を踏まえて設定した新

たな基本目標２つのもと、７つの施策の柱、19 の基本施策、40 の施策の方向を掲げ、令和７年度から

令和 12 年度までの６年間に実施する事業内容とその進行管理を行うための 30 の数値目標を設定して

いる。 

 
３ 令和７年度の事業評価 

 

基本計画の令和７年度の施策評価については、計画に掲げる 19 の基本施策（30 の数値目標及び 40

の施策の方向に沿って実施した事業）を対象とし、総合的な視点で評価を行った。 
 

（１）事業評価の方法 

ア 第一次評価（「数値目標」の評価・「施策の方向」の評価） 

第一次評価は、施策等の所管課（以下「所管課」という。）が行い、「数値目標」の評価は、数値

目標の達成状況について４段階により評価を行った。ただし、指標の内容により、最終年度のみ評

価する場合もある。 
また、「施策の方向」の評価は、施策の方向に基づき実施した全ての個別事業の実績等を踏まえ

て４段階により評価を行った。 
 

【「数値目標」の評価】  【「施策の方向」の評価】 
評価区分 達成率  評価区分 考え方 

Ａ 95％≦  Ａ 十分な実績をあげている 
Ｂ 75％≦達成率＜95％  Ｂ 概ね良好な実績をあげている 
Ｃ 50％≦達成率＜75％  Ｃ 実績がやや不十分である 
Ｄ ＜50％  Ｄ 実績が厳しい状況である 

評価困難 
社会情勢や指標対象事業の廃止

等により実績がない場合 
 評価困難 

社会情勢等により個別事業を全く講

じることができなかった場合とする 
 

 イ 第二次評価（「基本施策」の評価） 

第二次評価は、食品・生活衛生課が行い、第一次評価の結果を踏まえ、「基本施策」について、４

段階により評価を行った。 

評価区分 考え方 
Ａ 順調に進捗している 
Ｂ 概ね順調に進捗している 
Ｃ 進捗状況がやや遅れている 
Ｄ 進捗状況が遅れている 

評価困難 
第一次評価が全て評価困難となる等、

施策の評価ができない場合とする 
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（２）評価結果の概要（基本施策の進捗状況） 

ア－１ 第一次評価（「数値目標」の評価）【グラフ１、表１】 
 
19 の基本施策に対して、30 項目の数値目標を掲げ

ている。このうち、所管課で調査中としている１項

目（表１：②農協出荷者の生産履歴記帳率）及び最終

年度にのみ評価を行う 4 項目（表１：①GAP 認証取得

経営体数、③農薬適正使用推進員認定者数（累計）、

④農薬管理指導士認定者数（累計）、⑮食品安全検査

センターの検査可能な項目数）を除く 25 項目の評価

を行った結果、Ａ評価が 22 項目（88％）、Ｂ評価が

3 項目（12％）となり、Ｃ評価及びＤ評価はなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【表１】令和７年度「数値目標」の達成状況 

 

単位
最終目標
値に対する
達成率

① 経営体 92.0%

② ％ -

③ 人 95.8%

④ 農薬管理指導士認定者数（累計） 人 95.8%

⑤ 講習会等での農薬適正使用指導回数 回 80.4%

⑥ ％ 97.5%

⑦ 農産物安全検査結果の適正割合 ％ 100.0%

⑧ GAP研修会開催回数 回 200.0%

⑨ 食品衛生推進員によるHACCPに沿った衛生管理の導入確認件数 件 94.4%

⑩ 食品衛生推進員委嘱数 人 98.5%

⑪ 食品衛生監視指導計画に基づく食品営業施設の監視指導実施率 ％ 110.3%

⑫ 無承認無許可医薬品試買検査検体数 検体 100.0%

⑬ ％ 102.0%

⑭ 食品安全検査における食品の規格基準等適合率 ％ 100.0%

⑮ 食品安全検査センターの検査可能な項目数 項目 102.0%

⑯ 収去検査検体数に対する輸入食品検査検体数の割合 ％ 107.0%

⑰ アレルゲン検査における食品表示基準適合率 ％ 100.0%

⑱ 食物アレルギーセミナー受講者の理解度 ％ 103.9%

⑲ 国等主催の食品衛生に関する研修会等への参加回数 回 140.0%

⑳ 保健所職員等を対象とした研修会開催数 回 100.0%

㉑ 食品表示に関する情報紙の発行回数 回 100.0%

㉒ 食品表示セミナー受講者の理解度 ％ 94.8%

㉓ 食品安全検査における食品表示基準適合率 ％ 100.0%

㉔ 回 125.0%

㉕ 食品表示に関する現地講座開催数 回 100.0%

㉖ 食の安全に関する情報紙等の発行回数 回 100.0%

㉗ SNSによる定期情報発信の回数 回 107.7%

㉘ DXを活用したリスクコミュニケーションの実施回数 回 100.0%

㉙ 食の安全理解促進事業開催数 回 100.0%

㉚ 危機管理体制の充実に係る平時からの関係機関との連携会議の開催数 回 100.0%

※1　令和６年度（2024年度）委託契約数

※2　達成状況の年次評価は行わず、最終年度にのみ評価を行う。

3 3 3 A

- 2 2 A

4 4 4 A

10 10 10 A

52 52 56 A

国等主催の食品表示に関する研修会等への参加回数 4 4 5 A

1 2 2 A

5 5 5 A

2 2 2 A

84 85 80.6 B

99.3 100 100 A

95 95 98.7 A

4 5 7 A

21.7 20 21.4 A

97.5 100 100 A

99.8 100 100 A

534 544 555 -　(※2)

食品衛生監視指導計画に基づく食品安全検査の実施率 100 100 102 A

92.7 100 110.3 A

50 50 50 A

3,000（※1） 3,000 2,831 B

130 130 128 A

100 100 100 A

3 3 6 A

出荷時の生乳検査における総細菌数10万/ml未満の酪農家割合 98.5 100 97.5 A

4,004 4,293 4,113 -　(※2)

1,012 1,000 804 B

農薬適正使用推進員認定者数（累計） 1,637 1,755 1,682 -　(※2)

農協出荷者の生産履歴記帳率 97.9 100 調査中 -

GAP認証取得経営体数 173 225 207 -　(※2)

指標名
基準値
（R5年度）

最終
目標値

（R12年度）

実績値
（R7年度）

達成状況
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ア－２ 第一次評価（「施策の方向」の評価） 【グラフ２、表２】 
 
40 の「施策の方向」について、施策の方向に基

づいて実施した全ての個別事業の実績等を踏まえ

て、所管課ごとに評価を行った結果、Ａ評価が 40

（65％）、Ｂ評価が 22（35％）で、Ｃ評価及びＤ

評価はなかった。  

 

   なお、施策の柱（１）「生産者による自主的な 

安全性確保の推進」のうち、基本施策「ア 農林 

水産物の生産段階における自主的な安全性確保の 

推進」の施策の方向「ｂ 動物用・水産用医薬品等 

の適正使用推進」については、組織改正により、 

米麦畜産課から農政課へ移管された。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

イ 第二次評価（「基本施策」の評価）【グラフ３、表２】 
 
第一次評価の結果を踏まえて、19 の基本施策に

ついて食品・生活衛生課にて評価を行った結果、19

施策中Ａ評価が 14 施策（74％）、Ｂ評価が５施策

（26％）となり、Ｃ評価及びＤ評価の施策はなく、

「基本施策」の評価は、全てＢ評価以上となった。 
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【表２】令和７年度「施策の方向」の評価及び「基本施策」の評価 
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